


(2)今期の浜の活力再生プランの基本方針

泉州プレミアム等ブランド化の取組は一定の成果がある為、引き続き以下の取組を継続して知名

度の向上を目指す。

・漁業者による6次化商品の販売

• 清浄水を活用した品質向上

・仲買人主導の競りから入札方式への変更による価格形成力の向上

・漁場環境の保全・改良

・大手寿司チェ ーンとの連携によるサワラの知名度の向上

・消費者ニー ズに対応した漁業者による直接販売

以上の取組に加えて、新たな取組みとして。

• あさり稚貝育成の可能性を探るための試験導入を実施する。

・近畿大学の蓑亙直魚等を取り扱う会社に視察に行き、商品の販元促進や広報のノウハウを学び、

星崎地区の漁獲物の販路拡大に活用する。また、今季プランで取り組んでいるアサリの育成が軌

道に乗った際の販路拡大にも活用する。

(3)漁獲努力量の削減・維持及びその効果に関する担保措置

現在も各部会により、放流の時期や禁漁の期間を定めている。

※プランの取組に関連する漁業調整規則や漁業調整委員会指示等について記載する。

(4)具体的な取組内容（毎年ごとに数値目標とともに記載）

1年目（令和元年度）以下の取組を実施し、漁業所得6%向上を図る。

漁業収入向上のI . 漁業者は漁協の協力を得て、地域等のイベントに参加して値崩れ傾向にあ

ための取組 る小魚を唐揚げや一夜干しにして6次化商品にして販売する。また学校給食

にも地魚を提供して子どもに対して食育を行うとともに保護者にもPRする。

以上の取組により、新たな販売先が開拓し、基準年より0.2%の増収を図る。

・漁協は、浄水設備を取付けた製氷機により清浄な氷を生産し、漁獲物の

品質の向上を図る。













(1)所得目標
I 

漁業所得の向上10%以上 基準年
-------

目標年

平成 29 年度： 円 
-ー-------------------------------
令和 5 年度： 円

(2)上記の算出方法及びその妥当性

※算出の根拠及びその方法等について詳細に記載し、必要があれば資料を添付すること。

(3)所得目標以外の成果目標

販売種苗数 基準年

目標年

(4)上記の算出方法及びその妥当性

平成 29 年度： 〇 （袋）

令和5年度： 100 (袋）

あさり稚貝を育成し、水産技術センタ ー及び栽培事業所と連携し放流先へ出荷を行う。

出荷をどのルートで行うかは未定の為、水産技術センタ ー ヘ卸す事として計画している。
※算出の根拠及びその方法等について詳細に記載し、必要があれば資料を添付すること。

5 関連施策
活用を予定している関連施策名とその内容及びプランとの関係性

事業名 1 事業内容及び浜の活力再生プランとの関係性






